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この論文では、まず、教育の時代性や社会環境
概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の変化などについて簡単にまとめる。第二節で

ご周知のように、デジタル化社会の劇的な進化　　は、ITがもたらした大学教育環境の変貌の現状

によって学習環境が変わってきている。その変化　　を分析し、語学教育にコンピュータを導入するこ

が学習者層にもはっきりと現れ、普通の授業だけ　　との必然性を明確にする。第三節では、コンビ

では満足しない現象も学習者の中で起こってい　　ユータを用いる語学教育の歴史および今後の展望

る。学習者のこのような要望に答え、時代に相応　　について論じる。第四節では、長野大学の中国語

しい教育システムの研究開発が必要不可欠であ　　CALL（Computer　Assisted　Language　Learning）教

る。学習者の問に起こっているこのような現象を　　材システムを例に挙げながら、コンピュータ支援

いち早くサーチし、それを解決し、学習者が満足　　語学教育システムのメリットを簡単に紹介する。

する学習環境を作り上げるのが我々教育者の義務　　第五節では、CALL教材システムに現存する諸問

である。そのため、私は長年にわたりコンピュー　　題点およびその改善策に関する所見を論じる。最

タ支援の語学教育システム、具体的には中国語教　　後に、コンピュータを用いる教育システムのある

育システム、の研究開発を行い、その研究成果を　　べき姿およびそのシステムをどのように活用すべ

教育現場に導入し、一定の成果をあげてきた。そ　　きかなど、効果的なCALL教育システムの構築

こで、今までの研究成果や教育現場で得た経験を　　と運営に関する見解を述べる。

踏まえて、教育効果を更に効率的にするための所　　　結論的に言えば、今日の大学教育環境の下で

見を論文としてこの紙面にまとめることにした　　は、コンピュータ支援教育システムの導入が必要

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不可欠であることを明確にさせ、インターネット

この論文の目的は、デジタル化社会によって変　　をベースにしたより効果的なCALL教育システ

わりつつある社会環境や学習環境の中で、いかに　　ムがどうあるべきかを提案することがこの論文の

して学習者に充実した学習教材を提供し、学習者　　目的である。
の学習意欲を高め、教育を効率化できるかという　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．時代の変貌と教育のあり方ことである。勿論、これはすぐに完全に解決でき

る問題ではなく、社会の制度や科学技術の発展に　　　教育とは、目的、内容、手段の三つの要素関係

合わせて模索し続ける教育界の永遠の課題でもあ　　で構成されるものである。何のために行う教育か

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という目的が決まるとその目的に必要となる内容

＊環境ッーリズム学部教授
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が決まり、それらの内容をどのように教えるべき　　puter　Assisted　Instruction），　CALLやE－leamingな

かという手段が考案されていく。この「目的」、　　ど新しい教育システムの誕生もまさに今日の情報

「内容」と「手段」の三要素のいずれも、時代に　　化時代の反映であり、時間と空間の制限を受ける

密接にかかわり、時代から切り離すことのできな　　旧式のローカル教育システムの時間と空間の制限

いものである。つまり、教育のあり方は時代に左　　を受けないグローバル化された新しい教育システ

右される。いうまでもなく時代の政治色と技術力　　ムへの変貌である。IT技術の発展が教育環境に

が教育に直接反映される。時代によって教育目的　　多大な進化をもたらしたと言える。ご承知のよう

の方針を急遽取り替えた例は少なくない。その一　　に、今の情報化時代では、学習者に時空を越えた

例として参考資料［1］で述べている旧ソ連の人　　教育システムを提供することが可能であり、ま

工衛星の打ち上げ成功に刺激されて、教育内容を　　た、学習者たちは時間と空間にとらわれることな

その当時の科学・技術の最高水準に引き上げるこ　　く、いつでもどこでも自分のペースに合わせて勉

とをめざして、1960年代にアメリカやヨーロッパ　　強することが可能となった。マルチメディアやコ

で活発に行われた学校教育改革運動が挙げられ　　ンピュータネットワーク通信技術の進化、特にイ

る。もちろん教育手段も、教育内容を的確に、平　　ンターネットの発展によって、このようなことが

易に、着実に伝えるために、新しい技術を絶えず　　簡単にできるような環境が出来上がっている。

取り入れ、絶え間なく進化している。時代に相応　　　一方では、社会や教育環境のこのような変化に

しい次代の人材を育てるために、各教育機関や教　　対して賛否両論があるのも事実である。一部の負

授者たちが日々工夫を重ね、努力している。　　　　の要素に翻弄されてはいけない。「情報化社会」

人類社会は「農業革命」「都市革命」「産業革　　というのは一つの社会である。社会というものに

命」を終えて、今は「情報革命」時代の最中にい　　はさまざまな要素が潜んでいるのである。わずか

るといわれている。情報化の荒波が今日の社会環　　なマイナスの面だけを取り上げて社会全体を否定

境の隅々に影響を与えている。今日では、学習者　　しては前に進むことができない。むしろ、今日の

の身の回りの自然環境だけではなく、教育環境も　　優れた情報技術やコミュニケーション手段を教育

変わり、バーチャル空間にはまっている学習者も　　に積極的に取り入れて、教育環境や学習環境の効

少なくないほど学習環境が大きく変貌しつつあ　　率化を図るのが賢明策である。教育とは、そのと

る。本来なら学校と教師に求める内容が、イン　　きその場の状況によって、そのときの新しい技術

ターネットを通して入手することが可能な環境が　　を取り入れて、技術を反映させて行う時代性のも

できあがり、学校と教師に対する期待もある意味　　のであることを意識しなければならない。特に、

で影響を受けている。教育は一人一人の学習者の　　今日のインターネット時代では、各教育機関およ

成長・発達を実現する仕事である以上、その仕事　　び教育者がそれを常時意識すべきである。さもな

を背負っている教員一人一人が学習環境の変化に　　いと、現代の学習者の要求に応えることができ

多大な関心をはらい、学習者が取り組み易い手段　　ず、学習者からの不満や偏見が募る結果になりか

を取り入れて、学習者が受け入れ易い手法を採用　　ねない。
し、彼らに便宜を提供し、教育内容の定着度、効　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．1T化による大学教育環境の変貌率化を図るべきである。ところが、教育現場に

立っている多くの教員が今日の学校教育や学習環　　　前節で、ITによる時代の変貌について簡単に

境の変化に迷い、ときには疑問を感じながら教壇　　述べた。IT社会で中心的な役割を果たしている　　　“

に立ち続けている。古い概念や理屈にとらわれ、　　のはインターネットであることは言うまでもな

時代の変化や学習環境の変化を直視できずにいる　　い。もちろんインターネットの立役者はコンビ

現象も一部の教員や教育機関で見られる。だが、　　ユータである。つまり、コンピュータの普及とそ

今の教育環境はコンピュータネットワークやマル　　の性能の進化が今日の社会に大きな変化をもたら

チメディアの影響を強く受け、教育の様態にもデ　　していると言える。

ジタル化時代の色が濃く表れている。CAI（Com一　　語学教育の視点からコンピュータという媒体の
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機能を簡単に整理すると、コンピュータには、　　わってきていることに気づく教員がすくなくない

「作成機能」、「表示機能」、「再生機能」、「編集機　　はずである。これはコンピュータの普及とネット

能」、「保存機能」、「制御機能」、「検索機能」、　　ワーク通信技術の進歩が学習者に与えた影響によ

「メール機能」、「プログ機能」などに加えてリア　　る変化である。さて、学習者集団にどんな変化が

ルタイムでの「遠隔コミュニケーション機能」な　　起こり得るかをみてみよう。従来の授業は、教授

どがある（［2］を参照）。　　　　　　　　　　　者と受講者が教室で向かい合いながら、リアルタ

コンピュータのこれらの機能は語学教育にどん　　イムで行われる。生身の人間同士の面対面で行っ

な役割を果たせるか。言い換えれば、コンピュー　　てきた教室授業にはさまざまな利点があるのは言

タを語学教育に用いると従来の「黒板型教育」に　　うまでもない。だが、この教室授業を行うには教

どんなメリットが加わるか。また従来の「黒板型　　室という特定の場所に特定の時間帯で特定の学習

教育」と何がどう違うのか。この問題を大学教育　　者を集める必要がある。しかし、現在では、コン

の観点から見てみよう。つまり、教授者および学　　ピュータネットワークおよびインターネットの普

習者がコンピュータを用いることによって大学の　　及・発展により、時間・空間の制限を越えて受講

学習環境および教授方法にどんな変化が起こる　　できる環境が整っている。言い換えると、教授者

か、その変化が教育にどんなメリットをもたらし　　と学習者は直接学習時間と学習空間を共有しなく

てくれるのかを簡単にまとめてみよう。　　　　　　ても、受講できる環境が出来上がっている。した

がって、旧来の同じ目的、同じ内容を求めてくる

2．1学習環境に見られる変化　　　　　　　　　学習集団の形態には変化がおこるのは当然であ

まず、従来の「黒板型教育」に対してコンビ　　る。同じ目的、同じ内容を求めている者、あるい

ユータが導入されると、学習環境がどう変わるか　　は異なった目的、異なった内容を求めるものが時

をみてみよう。つまり、学習時間、学習空間およ　　空を越えて散在することもありうるし、異なった

び学習者からなる集団にどんな変化が起こるか、　　目的、異なった内容を求めて、同…場所に集まる

それによって学習資源、教材利用などにどんな兆　　学習集団もありうる。いわば、コンピュータを導

しが見られるかをみてみよう。　　　　　　　　　　入すると旧来の教授による一方的同じ内容を求め

てきた集団に教え込むというやりかたには他の可

2．1a　学習時間、学習空間に見られる変化　　　　　能性も加わることになる。時空の制限から解放さ

コンピュータネットワークおよびインターネッ　　れた教育を行えるように世の中がなってきた。異

トを用いると、従来の「黒板型授業」の舞台であ　　なった目的、異なった内容を求める学習集団が時

る教室という特定の場所が必ずしも必要とは限ら　　空を超えて存在し得る時代になっている。学習者

ない。特定の場所で授業を行うための時刻表など　　は必ずしも学校に通ってくる学生とは限らない。

のタイムスケジュールはなおさらである。コンビ　　社会のあらゆる年齢層や学歴層から各自の目的に

ユータネットワークおよびインターネットを用い　　あったさまざまな学習内容を求める者たちが学習

ることによって、時間・場所に囚われず、誰もが　　集団を構成することが可能となっている。従来の

自分の都合のいい時間帯で、自分の目標に達成す　　教室で行う同じ内容を一方的に教え込む旧式の教

るための課題や、自分の好きな科目や、あるいは　　育法にコンピュータネットワークおよびインター

自分のやりたい内容などをやることができる。　　　ネットを用いる教育システムが変化をもたらしつ

教育形態は人間対機械となるので、教員の授業　　つある。今では同じ時空で同じ内容、異なる時空

負担を増やさずに特別授業や補講や学生の不足し　　で同じ内容、異なる時空で異なる内容などを求め

た学習内容などを教員に負担をかけずに、場合に　　る学習者が学習集団を形成することが可能であ

よっては教員ぬきで、やることができる。　　　　　る。旧式の教室授業で行う教育方式が必ずしも学

習者のニーズや要求に応えられるとはいえない、

2．1b学習者集団に現れる変化　　　　　　　　　むしろ新しい環境での「学ぶ」を次第に支えきれ

今日では、授業の雰囲気がなんとなく一昔と変　　なくなっていくと言っても過言ではない。
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学習の目的は、ある一定の知識を定着させ、一　　・表示を確実にコントロールすることができる。

定の目標に到達することであるので、学習集団の　　つまり、コンピュータを用いると、テキストや画

形成に拘る必要がないはずである。情報通信時代　　像ファイルはもちろん、音声や映像ファイルも簡

が学習集団の形態を変えた以上、すべての学習者　　単かつ詳細に扱える。普段の教室授業で一苦労で

に手が届くように新しい手法を取り入れ、教育シ　　ある語学の発音段階での指導や練習がコンピュー

ステムを改善したほうが賢明であろう。これに　　タなら簡単でしかも有効に行うことができる。発

は、教授者の情報化時代に対する認識度およびそ　　音の難関の指導に、画像や映像を併用すると明確

れを教育に有効に生かす意識がなければならな　　かつ詳細に教えることができる。語学教育の過程

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では、コンピュータのこれらの機能は大変有効で

ある。

2．2学習資源と教材利用に現れた変化

前述したように、インターネットによる検索工　　2．3　教授法に与えるメリット

ンジンの進化やコンピュータネットワーク技術の　　　前節では、コンピュータの導入によって起こっ

向上化により、ネット上に散らばっているあらゆ　　ている学習環境の変化について簡単にまとめた。

る情報の検索利用が簡易にできるようになった。　　学習環境が変化した以上、学習環境の変化に合わ

この機能が学習資源に大きな変化をもたらした。　　せて教える側に求められる教え方も旧式のままで

これまでとは違い、学習者が教室の授業内容だけ　　いられない。変わらねばならない、変えねばなら

に頼らなくても、各自の学習目的の教材資料や学　　ない。この節で、コンピュータが教授法をどう変

習目標に達成するための資料をインターネットを　　えるか。教える側にどんな便宜をもたらしてくれ

通して簡易に入手することができるようになっ　　るのか。教育指導にどんなメリットをもたらせる

た。ネット上にさまざまな教材資源が散在してい　　かを簡単にまとめることにする。

る。その中に、学習内容を自動採点や指導してく　　　今までの教室授業の形式は、ほとんどの場合、

れるものもある。学習者がネットワーク上で自分　　ひとりの教師が教室内で多数の学生に同じ内容を

の目当ての教材にアクセスさえすれば、その教材　　一方的に提示する・教え込むという手法である。

を利用することができる環境が出来つつある。従　　例えカセットやVTRなどの電気器具を使ったと

来の教材資源の場合は、教材の種類と数が限定さ　　しても、あるいはLL教室を使ったとしても、そ

れ、しかも時間と空間の制約があるので、必要と　　の手法には本質的な変化はないと言える。

する教材をその時その場ですぐに手に入るという　　　コンピュータを用いると、教材提示、教材操

ことはできなかった。しかし、コンピュータを用　　作、教育指導などに従来と違ったどんな変化が現

いることによって、時・空を越えてさまざまな教　　れるかを簡単にまとめてみよう。

材資源ゾーン上を自由に行き来することができる　　　この節の冒頭でも述べたように、コンピュータ

ようになった。今では教育資源が教師や教科書か　　には普通の教室授業で教授者の発揮する機能のす

ら得るものという学習形態が必ずしも学習者を満　　べてが備わっている。テキスト形式の教材内容の

足させられるといえない。　　　　　　　　　　　提示はもちろんのことだが、画像、音声や映像教

教材利用の面では、コンピュータによって多種　　材の提示や操作、あるいはこれらの教材を用いて

多様の教材がさまざまな形でデジタル化され、　　行う指導などはコンピュータを用いた方が従来の

「マルチメディア」という形に統合された。デジ　　教え方に比べて、伝達速度が速く、伝える範囲が

タル教材はコンピュータで簡単かつ詳細に扱うこ　　広い、指導が細かいところまで正確に行われるな

とができる。普通のLL教室やVTR器具などに　　どの利点がある。

比べても、コンピュータさえあればテキストや画　　　それでは、これらの機能は教授方法にどんなメ

像それにまた音声や映像などのファイルを簡単に　　リットをもたらしてくれるかを見てみよう。

扱える。コンピュータで音声・映像ファイルを、

音声なら音節単位で、映像ならコマ単位で、再生
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2．3a　教材提示の効率化　　　　　　　　　　　　　（各課）には単語の学習、文法の学習、テキスト

1）教材を詳細に、正確に提示できる。　　　　　　の読み練習、リスニング、練習問題などが出来る

コンピュータを用いると学習者に対して教材内　　ようになっている。この教材中の練習問題、リス

容を効率的・効果的提示することができる。一例　　ニングなどを正解するまで次の問題に進まない仕

を挙げると、外国語の学習過程では発音の学習が　　掛けにし、学習者を徹底的にやらせることによっ

一つの難関である。この発音学習にコンピュータ　　て学習の効率をあげることに心がけている。もち

を導入すると、口の形、舌の位置、空気の出すと　　ろん学生に無理やりやらせるではなく、各問題に

ころなどの要点を文字、画像や動画などを併用す　　関する適切な指導・ヒントが参照できる仕組みに

ることで正確かつ詳細に提示することができる。　　することも簡単である。しかも、学習者の定着度

2）提示教材の参照が効率的になる。　　　　　　を測る仕掛けがされているので、誰がどの問題に

インターネットに繋がっている環境なら、提示　　弱いかを瞬時に分かる。このページには今のとこ

内容を時間・空間の制限を受けずに閲覧すること　　ろ載せてないが、「単語学習教材」の内容に対応

が出来る。もちろん教材内容を今までの通り教室　　した「単語テスト用教材」もあり、さまざまな形

内などのローカル空間での一斉公開などの形で利　　で単語の定着度を測れる。詳細について［6］、

用することもできる。インターネットを経由で時　　［7］を参考されたい。

空を越えての提示もできる。提示内容の再利用な　　　「補助CALL教材」欄、「中国語文法事項」欄

どにも時間・空間の制限がないので、いつでもど　　と「中国語応用編」欄も設けており、全体的な仕

こでも利用可能である。　　　　　　　　　　　　組みは「中国語CALL教材」欄で基礎編を学

3）教材を系統的に提示できる。　　　　　　　　び、「補助CALL教材」編で学んだ内容を展開

コンピュータを用いると教材の系統的な提示も　　し、「中国語文法事項」欄ではより深いレベルで

簡単にできる。学習というのはステップバイステ　　の文法事項の学習ができ、さらに「中国語応用

ップで行うものである。学習過程での各ステップ　　編」では中国語の各場面に関わる実践的な内容が

をしっかり踏まないといけない。そのために、学　　学べるという仕組みで学習レベルを一歩一歩上げ

習内容を分析し、各段階での内容の系統的な提示　　て行くような提示方式を採っている。

が要求される。学習内容の系統的な提示がその内　　　このCALL教材システムは試用版であるの

容の理解と定着に直接影響してくる。これを自作　　で、公開されてない項目がたくさんあることを改

したCALL教材システムを通じて説明しよう。　　めて断っておきたい。

長野大学で使用されている中国語CALL教材
（http：／／www2．nagano。acjp／biranソChinese／からアク　　2．3b　教材利用が効果的となる

セスできる。断っておくと、このサーバは語学専　　1）教材資料の編集加工が簡単になる。

用のものではなく、一時的に教材を置かせても　　　上記のように、コンピュータには表示機能、編

らっているだけなので、近いうちに教材配信用の　　集機能、保存機能などがある。これらの機能を利

専用サーバを立てる予定である。）を例に挙げる　　用すると、入手した各種教材を自分の教材ベース

と、この教材では中国語発音の基礎であるピンイ　　に合うように修正したりなどが簡単にできる。音

ンから一般の日常会話の学習まで、各段階での学　　声や映像加工ッールを使うと、音声教材や映像教

習がステップバイステップの形式で提示されてい　　材も簡単に作れて、大変便利。

る（一部未公開の物もある）。「中国語CALL教　　2）教材が簡単に入手できる。

材」欄には、長野大学で使用されている中国語の　　　現在では、至るところでインターネットを使え

教科書『コミュニケーション中国語』（朝日出版　　るように世の中がなっている。コンピュータ検索

社）をCALL教材化したものがあり、ここでピ　　機能を利用すると、公開されている教材の閲覧や

ンインの学習から始まり、判断文の構造、動詞述　　ダウンロードも簡単に出来る。デジタル通信技術

語文の構造、形容詞述語文の構造という川頁序で序　　の進化により、音声や映像ファイルも簡易に入手

序に深まっていく提示形式を取っている。各部分　　できるようになっている。
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3）学習指導が詳細にできる。　　　　　　　　　および操作を思い出せば、コンピュータを語学教

使っている教材がテキストであれ、音声であ　　育にも使えると思う人は到底誰一人もいないと断

れ、動画であれ、コンピュータの表示・再生およ　　言できるほど当時のコンピュータは語学と無縁の

びコントロール機能を使うと細かいステップで、　　存在だった。性能も不向きだったが、それ以上に

その教材内容を学習することができる。また、教　　操作が大変だった。当時コンピュータと言えば理

材に多くの情報を正確に提示することができるの　　工系の実験室や理工系関連の教員たちの使用を中

で、指導に関わる情報をさらに細かく提示し、指　　心としたものだった。その頃コンピュータ自体

導を細かく行うことが可能である。　　　　　　　は、数値シミュレーションや数値計算を行うため

4）辞書や例文の利用が便利。　　　　　　　　　のワークステーションなど高価のものだし、その

昨今、インターネットで各種辞書やコーパスな　　使い方もコマンドベースのものだったので、専門

どが公開されている。また、これらがCD化され　　知識や専門教育を受けてない人には使いこなすの

コンパクトな形ででまわっている。これらをコン　　は至難の業だった。音声や映像の扱いどころか、

ピュータにインストールしておくと、学習の過程　　一般的には、文字でさえローマ字しか扱えない状

での辞書の検索、例文の照合が随時利用できるよ　　況であった。そのため、当時のコンピュータとい

うになり、大変便利である。　　　　　　　　　　えば、一部の専門部署や専門家と理工系コンビ

ユータルームにだけ見られる存在にすぎなかっ

2．3c採点・評価などの自動化　　　　　　　　　た。

インターネットやサーバの処理能力の向上に　　　感心すべきなのは、そんな状況のなかで、コン

よって、ネット上でも採点が瞬時に行えるように　　ピュータを語学教育に用いる試みや研究開発が行

なった。これによって、答えが不定の場合を除け　　われていったことである。その研究成果およびコ

ば、コンピュータに採点させることは簡単にでき　　ンピュータの進化もあり、ユ985年ごろから学校教

る。しかも、採点作業を機械が行うので、評価は　　育におけるコンピュータ利用の語学教育が試験的

いつも公平的に行われる。大教室授業など、クラ　　に行われたといわれている。1990年代に入ると、

スサイズが大きすぎて生徒一人一人の状況を把握　　コンピュータのパソコン化が急速に進み、学校に

できない、教材内容の定着度を知りたいが、それ　　コンピュータが増え初めた。利用の定着と共に

をやるための必要な時間がない、などの問題が今　　CALLやCAI（Computer　Assisted　Instruction）など

の語学教育現場に確かに存在する。このような場　　の概念が定着し始める（［10］参照）。やがて、95

合、コンピュータを導入すると教材内容の定着度　　年ごろになると、インターネットが導入され、日

や宿題の採点などを、わざわざ教員がやらなくて　　本中に情報化ブームが沸き起こる。この情報化

も、学生の学習状況や教材内容の定着状況などが　　ブームが教育にコンピュータを用いる動きに拍車

常時分かる。学習者も緊張感を感じず、気楽に自　　をかけることになる。語学教育も例外ではなく、

分のレベルを測定することができる。つまり、コ　　コンピュータを用いる動向が活発になりはじめ

ンピュータを用いると、教授者を採点などの手間　　た。日本のコンピュータを用いる語学教育の本格

から解放する一方、学習者自身も学習成果の達成　　的な始まりはそのときからである。が、教育現場

度を常時把握し自己管理できる。　　　　　　　　で実用化されたのは、その2、3年後になる。歴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　史が短いが、急速な発展と普及を見せている。い3．CALL教育の誕生と今後の展望

までは、さまざまな学習システムが運営されてい

前節では、コンピュータを語学教育に導入する　　る。

とどんなメリットが生じるかを述べた。この節で　　　確かに、今日では、コンピュータにとどまら

は日本で語学教育にコンピュータを導入し始めて　　ず、携帯電話やiPodなど電気製品や家電製品を

から今までの歴史過程について述べることにす　　取り巻く学習システムが立ち上がっている。もち

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うんその影響が語学教育にも及んでいる。たとえ

1980年代の初期頃のコンピュータの仕様や性能　　ば携帯電話や家電製品などを教育器具として用い
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ることができることを試みる研究も行われている　　教材システムには「中国語CALL教材」、「補助

（［11］参照）。だが、主力となるのは、IT革命　　CALL教材」、「中国語文法事項」、「中国語応用

のベースであるインターネットおよびコンピュー　　編」の4つの項目を設けている。「中国語CALL

タネットワークである。なぜなら、今のところ語　　教材」項目にある内容は、現在長野大学の中国語

学教育を行うにはその方が経済的・効果的であ　　教育現場で使われているものである。その他の項

る。が、今後の発展も視野に入れると、携帯電話　　目は今のところ非公開である。公開している「中

の携帯便利性や使いやすさも語学教育に多大なメ　　国語CALL教材」項目は長野大学で使用されて

リットをもたらしてくれる。もし無料あるいは低　　いる中国語テキストをCALL教材化したもので

コストで利用できる環境が整えば、個人向けの学　　ある。ここで、①ピンインの学習、②単語の学

習システムとして多大に効果を発揮できることは　　習、③テキスト本文の学習、④リスニングの学

言うまでもない。　　　　　　　　　　　　　習、⑤ドリルができる。ピンイン部分では基礎母
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音、基礎子音、声調付き母音、声調付き子音の学4．長野大学のCALL教育システムの実践　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　習が音声だけではなく画像とテキストによる発音

以上では、コンピュータによる社会の変化、教　　ヒントを見ながらできるようになっている。「単

育環境の変化およびコンピュータを教育に導入す　　語の学習」部分では単語の「漢字」、「品詞」、「ピ

るメリットについて述べた。以下では、長野大学　　ンイン」、「単語訳」が提示され、音声付きであ

で使われている中国語CALL教材の実例（http：／／　る。「テキスト本文の学習」では、テキスト本文

www2．nagano．acjp／biraru／Chineseを参照）を通し　　の読み練習が音声付きでやれる。しかもボタンを

て、CALL教育システムの有効性を示したい。　　　クリックするだけで、スキットはピンイン付きス

その前に、上記のURLは臨時的なものである　　キットや日本語訳文付きのスキットに変わる。つ

こととそこで公開している教材は今の授業に使わ　　まり、スキットの読みや訳文を瞬時に分かる。

れている内容に限定していることを改めて断って　　「リスニングの学習」では、リスニングの内容が

おきたい。近い将来、語学専用サーバを設置し、　　四択形式の構造で提示されている。つまり、最初

すべての内容を公開するとともにその構造や仕組　　に問題文が読み上げられ、それからa，b，　c，　dの四

みを論文にまとめる予定である。したがって、こ　　つの文が読まれ、その中から最初に読まれた問題

こでは要点的に簡単に紹介することにとどまる。　　文に最も適切なものを選択肢から選ぶ仕組みであ

る。自動採点形式であるので、自分の答えや得点

4．1本CALL教材ソフトの特徴　　　　　　　　　を瞬時に分かる。しかもa，　b，　c，　dの各々の音

この教材ソフトはインターネットをベースとす　　声を単独で聴くことも出来るし、各欄の内容の文

るものである。機種とブラウザを問わずあらゆる　　書を参照することもできる。「ドリル」教材で

環境で作動する。　　　　　　　　　　　　　　　は、並べ替え、翻訳、穴埋め、多者択一などの形

教材内容の修正・追加が簡単にできる。ソフト　　式で文法事項などの定着度を測ることができる。

のソースを弄らなくても自分のペースに合った教　　詳細について［6］を参照されたい。

材をコンピュータの素人でも作り出すことができ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．CALL教育システムの展望と問題点

る。授業内容に合わせ安い。

教材内容に関する細かい指示を文章、画像、音　　　上記では、コンピュータが変えた社会環境およ

声、動画などを用いて詳細に指導することができ　　び教育環境について要点的に述べた。だが、現状

る。教材を簡単に公開できる。　　　　　　　　　ではコンピュータを用いる語学教育システムに対

して、賛否両論が混在しているのも事実である。

4．2本教材システムの構造　　　　　　　　　　ここでCALL教育システムの展望と現存する問

次に、この中国語CALL教材の構1造を簡潔的　　題点を簡潔にまとめる。

に紹介する。　　　　　　　　　　　　　　　　　コンピュータネットワーク特にインターネット

教材のトップページからも分かるように、この　　の普及によって、時間と空間の束縛から開放され
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た学習環境ができあがった。その結果、今では誰　　の問題もないにしても、ほかの教材のペースにあ

もが何時でも何処でも自分のペースに合わせて学　　わせるのは難しい。完成度の高い教材であればあ

べることが可能になった。それによって、コンビ　　るほど修正・追加などを行って各自の授業ペース

ユータを用いるCALL教育システムなどは大学　　に生かすのは難しい。このような「提示型」教材

の教育だけではなく、地域社会の教育をベースア　　を今までの「黒板型」授業の延長と見てもいい。

ップさせる有力なシステムとして注目されてい　　なぜなら、黒板や器具を使った提示や再生がコン

る。大学の地域への貢献、大学の自己アピールヘ　　ピュータを用いての提示や再生と取って代わった

の役割も期待されている。　　　　　　　　　　　　だけなのである。つまり、今までのやり方と比較

だが、現時点のCALL教育システムは成熟し　　してみると教材の提示や再生に用いた媒体が変

たものではなく、改善や改良すべきさまざまな問　　わっているだけということになる。これでは到底

題点がある。教育現場は必ずしもCALL教育の　　提示以外の大きな効果が期待できない。教材に柔

メリットを最大限に生かしているとはいえない状　　軟性をもたらし、各自の教材内容に合わせやすく

態にある。その問題点を「教材の現状」、「教員の　　しなければならない。

状態」、「教育機関のIT化対応」の三つの側面か　　　もちろん一部の教育を専門に扱う会社や機関か

ら分析してみよう。　　　　　　　　　　　　　　らの教材もネットや店頭という形で市販されてい

まず、CALL教育システムやCALL教材の現状　　る。これらの市販のものは最近では結構進んでい

をみてみましょう。　　　　　　　　　　　　　て、機種への依存もなく、簡易に使えるように

なってきた。が、他の教材のペースに合わせ難い

5．1CALLシステムと教材側の問題点　　　　　　問題が依然として存続している。決まった用語を

今日では殆どの大学で、なんらかの形でコンビ　　決まったパタンでしか扱えない現象も見られる。

ユータを語学教育に用いている。もちろんコンビ　　つまり、市販されているこれらの教材ソフト自体

ユータを用いただけではCALL教育を行ったと　　をほとんどの場合、進度や内容の不一致の問題

は言えない。そのため、まずCALL教育という　　で、そのままの状態で教材として使えない。もち

のは何かという概念をはっきりしよう。ここで言　　うん、修正・追加などもほとんどの場合できな

うCALL教育システムは「何時でも、何処でも　　い。したがって、これらのソフトをそのまま利用

学習できる」というインターネットをベースにし　　して自分の教材内容のペースに合わせるのは難し

た教育システムを指す。コンピュータを用いて文　　い。

字や画像の提示あるいは音声や映像の再生などの　　　解決策として、修正・追加などの柔軟性を持つ

コンピュータの簡単な使用がこの概念に当て嵌ま　　教材システムを作るのがベストだが、教材システ

らない。以下では、この概念のもとで論述をす　　ムを作るのは簡単ではない。教材ソフトの開発に

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は高度のプログラミング知識と莫大な時間と労力

この頃の語学用インターネット教材に次ぎの三　　が要求される。仮に開発したとしても、それを業

点が問題として挙げられる。①「提示型」教材が　　績として評価するのは難しい。このような状況で

多く見られる。②教材システムと教材内容の一体　　は開発者が限られて、教材ソフトの開発はあまり

化型。③教材利用の制限。　　　　　　　　　　進まないと言わざるを得ない。

この①で言う「提示型」とは、見せるだけの教

材を指す。現状では、中国語など諸種外国語用の　　5．2　教員側に見られる問題点

教材にこのような現象がよく見られる。この種の　　　前述したように、インターネットの普及によっ

教材はインターネット上での配布、あるいは閲覧　　て、学習者の学校や教師に対する期待感が変わっ

などは簡単だが、それ以上の利用はほとんど普通　　てきている。今では、教育内容を教科書や教師に

の利用者に向かない。例えば、教材に修正・追加　　頼らなくても手に入れることができる。まだ、イ

などを加えることには、かなりのプログラミング　　ンターネットが多様なコミュニケーションを可能

知識が必要となる。つまり、そのまま使うには何　　にした。このような学習環境のもとで、学習者の
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受講形態が多様化され、さまざまな形での受講が　　でいる教育機関もある。このような考えに、出費

可能となった。言い換えると、学習者を中心とす　　や予算の問題も重なり、コンピュータを用いる教

る学習環境がもうできあがっている。このような　　育環境の整備に踏み切れない教育機関も少なくな

環境のもとで、教える側としてどのようにすれば　　い。このような現象が小中規模の教育機関によく

学生が授業に取り組みやすくなるか、教材がどう　　見られる。

すれば利用しやすくなるか、教材内容がどうすれ　　　上記のこの二つの発想が共にCALL教育シス

ば理解しやすくなるかなどを常に念頭に入れ、学　　テムへの理解の不足から生じたものである。前者

習者の反応や評価を観察しながら、学習指導シス　　は「CALL教育システム」を語学教育の「機械化

テムの改善を常時しなければならない。これをや　　・自動化」と誤認したもので、後者はコンピュー

るには、教材の使い方の指導、教材の更新・追加　　タを用いる語学教育システムの効果に対する理解

・修正などができることを要求される。だが、現　　不足から生じた誤解である。現時点ではっきり言

状で言うと、教材作成、教材システム管理、コン　　えるのは、機械のみに頼って語学教育を完全に行

ピュータのトラブルや故障などの解決などどころ　　うことが難しい。機材のみに頼って行う教育には

か、コンピュータの使い方にそもそも慣れてない　　限界がある。

教員が数多くいるのが事実である。解決策として　　　語学教育とは、基本的に「聞く」、「話す」、「読

の教員向けコンピュータリテラシーやCALL教　　む」と「書く」の四技能を身につけさせることで

育システムの説明会などを行う余裕がないのも現　　ある。現時点のコンピュータの性能や機能で、こ

状である。このような状況で、語学教育に携わっ　　の4技能をどこまでできるかをみてみよう。

ているすべての教員にコンピュータを用いて語学　　　コンピュータは「聞く」と「読む」教育を行う

教育を行わせるのは難しいと言わざるを得ない。　　には有効的である。これを説明するために、通常

教員側のこの問題を解決しないかぎり、教員のデ　　行うリスニング授業やリーディング授業でどんな

ジタル教材やコンピュータに対する反感やアレル　　ことをやっているかを振り返えて見る必要があ

ギーが増し、結果的にデジタル教材離れの原因に　　る。リスニングやリーディングの授業では、基本

繋がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　的には教材の再生や提示をするだけである。再生

にしても、提示にしても、コンピュータを用いる

5．3　教育機関に見られる二極化現象と問題点　　　　と従来のやり方よりも、詳細にかつ明確に指導で

まず、教育機関で見られる二極化現象に触れて　　きる。

みたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だが、現時点では、コンピュータだけに頼って

コンピュータネットワークおよびインターネッ　　「書く」と「話す」の指導や訓練を行うには限界

トの導入が、教育を取り巻く環境にさまざまな便　　があると言わざるを得ない。その理由を簡単に述

宜を与えてきた。その上に、情報技術関連の研究　　べることにしよう。

開発競争が一段と激しさを増し、新しい技術や製　　　まず、ここで言う「書く」という概念を明確に

品を次々と世に出している。情報技術が今後も更　　しておこう。ここの「書く」という概念は、学習

に進化していくこともあり、コンピュータさえあ　　者に書かせることを指し、字の書き方や筆順の指

ればなんでもできる時代になると思いがちであ　　導などではないことを断っておきたい。実際に筆

る。このような考えの影響か、かなりの教育機関　　記用具を手にして書いた字や文に対して訂正・指

で、ノウハウをもつ人材の確保よりも機材に関心　　導が現時点ではコンピュータだけではできない。

が高まり、機材投資を積極的に行い、新しい機種　　ワープロソフトなどを用いて入力した場合でも、

を大量に揃えている現象がよく見られる。特に一　　単語や語彙あるいは短文などの合否判定を行うこ

部の大手教育機関にこの現象が著しく見られる。　　とができるが、それはあくまでも正解が前もって

もう一方では、「教育は面対面で行うものであ　　決まっている場合に限る。正解が不定の場合に

り、機械に任せるものではない」という認識を硬　　は、現時点ではコンピュータによる判定が不可能

く持ち、コンピュータを用いる教育の導入を拒ん　　と言える。
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「話す」練習をコンピュータに頼って行うにも　　待という互いに対立する見解から生じた誤解とも

限界がある。話している言に関して訂正、指導な　　言える。

どができない。この問題は今流行の「音声認識シ　　　そもそも、新しい事物が現れたとき、それの受

ステム」を導入すると、すぐに解決できるように　　け入れをめぐって論争が起こるのはそう珍しいこ

も見えるが、実際そう簡単ではない。確かに、音　　とではなく、人類社会の発展過程でたびたび起

声認識システムが技術の面でどんどん高上してい　　こったことである。インターネットという新しい

るが、教育現場において手軽に使える段階にまだ　　通信技術が誕生し、今日のコミュニケーションや

きてない。実際、実用時には、音声の認識度を高　　情報のやり取りに多大な便宜をもたらした。生身

める訓練が必要となる。それをやったとしても正　　の人間の伝達技能の一部をコンピュータという機

確に・確実に判断してくれると言えないのが現状　　械に代行させ、教員がいないときでも学習のサ

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポートができる環境を構i築するのはこのCALL

上では、コンピュータだけに頼って語学教育を　　教育システムの主旨である。が、コンピュータや

行うには限界があるということを述べたが、これ　　インターネット通信技術は発展途上にあるため、

はコンピュータが語学教育に不向きであるという　　現段階のCALL教育システムを完全なものとい

ことではない。コンピュータを導入することに　　えないのも事実である。解決すべき問題点も少な

よって、「聞く」、「読む」の訓練が効果的にでき　　くない。その中でも最大の問題は教育現場での実

る。本大学のCALL教材システムにあるよう　　用に応えられるCALL教材の不足およびCALL
に、「書く」と「話す」訓練も工夫することに　　教育システムの普及に対する認識の低さである。

よって効果的に行うことも可能である。　　　　　　教材不足の問題を解決するには、教材ソフトに

技術はいくら発展したとしても、教育・指導に　　汎用性・簡易性をもたらし、誰もが簡単に使える

なくてはならないものは教員の役割である。学習　　ように作るべきである。教育システムにこのよう

者の状況を判断し、レベルにあった学習目標を設　　な仕組みを導入すれば、当然教員のコンピュータ

定しなければならない。もちろん、これらに教授　　不慣れの問題もある程度緩和され、進んでCALL

者の豊富な知識と教授方法および長年の経験が不　　教材を利用する。実際、このような汎用性・簡易

可欠である。機械だけでは決してできるものでは　　性を教育システムに取り入れることが可能であ

ない。が、コンピュータを教育に導入することに　　る。教材をインターネット用の教材に絞ってかつ

よって教育や学習を効率的・効果的に行えること　　教材内容を外部から与えるようにすれば、教材ソ

の重要さを無視してはいけない。　　　　　　　　フトの機種・プラットフォーム依存の問題がなく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なりかつ教材の追加・修正・更新などが簡単にで6．終わりに

きるようになる。その実例として、ここで自作し

今日の社会変化に伴って、学習者の育つ環境が　　た中国語教材（［4］［6］［7］）を参照された

大きく変わっている。もちろん、その影響が学習　　い。

環境にも及び、時代に相応しい教育システムの構　　　今日は「情報化時代」と言われている。教育の

築・導入をしなければならない状況になってい　　時代性を考えると、時代に相応しい大学教育のあ

る。その結果、CALLやイーラーニングといった　　り方が問われるのは必然的である。今後、語学に

インターネットをベースにした教育システムが誕　　限らず、インターネットおよびコンピュータネッ

生し、教育現場に導入された。が、この新しい教　　トワークを用いる教育は学校教育の不可欠な教授

育システムの導入に賛否両論が共存している。イ　　方法になっていくに違いない。だが、現時点で

ンターネットをベースにした教育システムが学習　　「コンピュータを用いる教育」とは、教員抜き

者に便宜を与え、学習を効率化しているのも事実　　の、コンピュータだけに頼る完全自動化された教

である。それにも関わらず、何故異論が挙がる　　育ではないことを付け加えたい。コンピュータの

か。その最大の原因は、前章で述べたように、こ　　みで行える教育には限界がある。特に語学教育の

の新しいシステムに対する認識の不足と過度の期　　場合そうである。コンピュータを普通の授業と併

一56一



ビラールイリヤス　　時代に合った語学教育システムの開発および導入の必要性について　　　　57
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